
 

 

 

 

 

 

 

１ 内容のまとまりごとの評価規準の作成の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容のまとまり 

目標を実現す
るにふさわしい
探究課題 

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

自
分
た
ち
の
消
費
生
活
と
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題 

・ エネルギーを生み出す資源には
限りがあること、自然との共生の
実現には多様な問題が存在して
いることや問題解決に向けて取
り組む人々や組織があることを
理解する。 

  （理解している。） 

・ 調査活動を、目的や対象に応じ
た適切さで実施することができ
る。 

  （実施している。） 

・ エネルギーの問題への理解は、
自分の生活と環境や資源の関
係について探究的に学習してき
たことの成果であることに気付
く。 

  （気付いている。） 

・ エネルギー問題への関わりを通
して感じた関心をもとに課題を
つくり、見通しをもって計画を立
てることができる。 

  （立てている。） 

・ 課題の解決に必要な情報を、効
果的な手段を選択して多様に収
集し、種類に合わせて蓄積するこ
とができる。 

  （蓄積している。） 

・ 課題解決に向けて、多様な情報
の特徴に応じて整理し、考えるこ
とができる。 

  （考えている。） 

・ 相手や目的に応じて、分かりや
すくまとめ、表現することができ
る。  （表現している。） 

・ 課題解決に向け、自分の特徴や
よさに気付き、探究活動に進ん
で取り組もうとする。 

  （取り組もうとしている。） 

・ 自他の意見や考えのよさを生か
しながら課題解決に向け、協働
して学び合おうとする。 

  （学び合おうとしている。） 

・ 地域との関わりの中で自己の生
き方を考え、自分にできることを
見付けようとする。 

  （見付けようとしている。） 

 

単元の目標 

○様々な発電方法を調査したり電力消費量を減らすための活動に取り組んだり 
  することを通して、 

○自分たちの暮らしは環境に負荷を与えたり、限りある資源の消費の上で成り 
  立っていることを理解するとともに、 

○電力消費量を抑えるための実現可能な方法を探し求め、 

○未来の豊かな暮らしを守るために行動できるようにする。 

第１の目標 学校において定める目標 学校において定める内容 

文末の下線部を（ ）のようにする
ことで、「内容のまとまり」から「内
容のまとまりごとの評価規準」を
作成することができます。 

事例  単元名 未来の人も豊かな暮らしをするために ～エネルギー問題について考え、事前環境との共生を目指す～（第２学年） 
      内容のまとまり 「資源エネルギー」（全 50時間）                                                   （参考資料 ｐ48） 

目標を実現するにふさわしい 
探究課題 

学習指導要領 
総合的な学習の時間 第１ 

 

第２の２ 第２の３ 

知識及び技能 

 

評価の観点及びその趣旨 

内容のまとまりごとの評価規準 

 

学校において定めた 
評価の観点の趣旨 

第２の３の（５） 
探究課題の解決を通して育成を 
目指す具体的な資質・能力 

知識・技能 
思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む態度 

中学校 総合的な学習の時間 

指導と評価のポイント 

生徒が自ら課題を解決する過程を想定し、探究的な学習のプロセス「①課題の設定②情報の収集③整理・分析

④まとめ・表現」を意識して指導にあたるとともに、目指す資質・能力が育成されるように、課題の解決や探究的な

学習活動が発展的に繰り返されるような学習活動のまとまりを計画することが大切です。 

知識・技能 
思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む態度 

①各学校において定めた目標と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 
②各学校において定めた内容（探究課題ごとに作成した「探究課題の解決を通して育成を目
指す具体的な資質・能力」）の記述が、観点ごとにどのように整理されているかを確認する。 
③【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

第２の１ 

第２の３の（６） 

（１）探究的な見方・考え
方を働かせて学習する
ことがふさわしい課題で
あること 

（２）その課題をめぐって展
開される学習が、横断
的・総合的な学習として
の性格をもつこと 
（３）その課題を学ぶことに
より、よりよく課題を解決
し、自己の生き方を考え
ていくことに結び付いて
いくような資質・能力の
育成が見込めること 

総合的な学習の時間で
は、第１の目標を踏まえ
て、各学校が「目標」や
「内容」を定めます。 



２ 学習評価の進め方の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 
単元の評価規準 
評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
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①エネルギーの問題について、資
源には限りがあることや発電方
法のバランスが重要であること、
生活や暮らしとのつながりが大
切であることなどを理解してい
る。 

②地域への節電の呼びかけを相
手や場面に応じた適切さで実施
している。 

 

③エネルギー問題と自分の生活と
の関係について探究し続けてき
たことによって、自らの行為が未
来社会に深く関わっていること
に気付いている。 

①電気エネルギーを生み出すため
の発電について、何をどのように
調べるか見通しをもって活動計
画書を作成している。 

 

②多様な発電方法について、その
仕組みや特徴に関する情報を、
幅広く効率的に収集している。 

 

③自分でできる節電方法につい
て、それぞれのメリット・デメリット
を明らかにしたうえで、取り組む
ことの優先順位を決めている。 

 

④エネルギー問題の解決方法につ
いて、結論に対する根拠を明ら
かにして、自分の考えを主張し
ている。 

①エネルギーに関する問題につい
て、調べたことの中から伝えたい
ことを明確にして、新聞を作成し
ようとしている。 

 

②太陽光発電が増えることの是非
について、異なる意見のよさや他
者の考えの価値を受け入れ参考
にしようとしている。 

 
③アンケートの結果から、これから
の社会を視野に入れ、節電の取
組を地域に継続的に働きかけよ
うとしている。 

指導と評価の計画 

 

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 
１ 豊かな暮らしの背景
にあるエネルギー問
題について考えよう。
（15） 

・ エネルギーに関する問題を出し合い、解決に向けた今後の活動へ
の見通しをもつ。 

 ①  
・発言 
・計画書 

・ 電気に焦点を絞り、様々な発電方法の仕組みや特徴について調べ
る。 

 ②  
・ワークシート 

・ 社会見学を通して、化石エネルギーや再生可能エネルギーを利用
した発電の意義について考え、学んだことを新聞にまとめる。 

  ① 
・新聞 

２ エネルギー問題の解
決に向けて、自分たち
ができる取組につい
て考えよう。（25） 

・ 太陽光発電施設の見学や、太陽光発電の設置業者にインタビュー
を行い、太陽光発電のメリット・デメリットを議論する。 
・ 太陽光発電や再生可能エネルギーについて、身近な地域や実際の
現場での調査を行い、情報を収集する。 

  ② 

・振り返り 
 カード 

・ エネルギーの自給自足に取り組む人の話を聞き、自分たちができる
効果的な節電方法について考える。（私の節電ベスト３） 

 ③  
・「私の節電ベスト 
  ３」 シート 

・ 節電に対する意識を地域に広げ、多くの人に節電に取り組んでもら
うために、地域が一斉に消灯する活動を企画し実行する。 

②   
・節電企画 
 シート 

・ 活動に対する地域アンケートを行い、集計結果をもとに、活動の有
効性を見つめ直す。 

  ③ 
・活動報告書 

３ 取組を振り返り、エネ
ルギー問題について
自己の考えをまとめ、
今後の関わり方につ
いて考えよう。(10) 

・ 海外の電力事情（フランス･ドイツなど）を比べ、発電方法や電力生産の
方向性について、自分の考えを主張文（結論と理由）としてまとめる。 

 ④  
・主張文 

・ 作成した主張文を使って、「これからの社会における発電や電力生
産」についてのパネルディスカッションを行う。 

①   
・発言 
・主張文への追記 

・ 単元を通して学んだ記録（振り返りカード、私の節電ベスト３、主張
文など）を振り返り、自己の成長や学習したことを基にして、「10 
年後の私」宛に手紙を書く。 

③   
・手紙 

単元の目標を作成する 

単元の評価規準を作成する 

「指導と評価の計画」を 
作成する 

授業を行う 

総括する 

１ 

２ 

３ 

４ 

 学校において定める総合的な学習の時間の内容（「目標を実現するにふさわしい探究
課題」及び「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」）をよりどころ
として、中核となる学習活動をもとに、どのような学習を通して、どのような資質・能力を
育成することを目指すのかを明確にして単元の目標を作成する。 

○ 単元の目標を踏まえ、「単元の評価規準」を作成する。 

各観点の評価規準を作成
する際のポイントとなる視点 

○ １、２を踏まえ、具体的な学習活動に沿って、評価場面や評価方法等を計画する。 
○ どのような評価資料をもとに評価するかを考え、その結果をもとに指導する具体的な
手立てを明らかにする。 

「内容のまとまりごとの評価
規準」を参考に、単元で行う
学習活動に即して具体的に
記述します。 

○ ３を踏まえて評価を行い、児童の学習改善や教師の指導改善につなげる。 

○ 活動や学習の過程、作品や成果物、発表や討論などに見られる学習の状況や成果
などについて、児童の良い点、学習に対する意欲や態度、進歩の状況などを踏まえて、
評価結果を総括する。 

中 
総 


